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2.1　順応的管理の包括的計画の中での位置付け

〔解説〕

（図2.1）

包括的計画

意志決定者

利害関係者

関係者

包括的計画

自然再生
持続的開発、 Wise Use、 総合沿岸域計画（ICMZ）

専門家

シームレスな
計画検討

目標を達成する
事業実施手法

上位計画
総合管理

利用・参加

ガバナンス

市民参加順応的管理

現状把握

目標設定

計画・設計

施工

管理

図 2.1　順応的管理の位置づけ1）

2 順応的管理の考え方
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2.2　「順応的管理」の定義

〔解説〕

「順応的管理とは、自然の環境変動により当初の計画では想定していなかった事態に陥ること
や、歴史的な変化、地域的な特性や事業者の判断等により環境保全・再生の社会的背景が変動す
ることをあらかじめ管理システムに組み込み、目標を設定し、計画がその目標を達成しているか
をモニタリングにより検証しながら、その結果に合わせて、多様な主体との間の合意形成に基づ
いてき柔軟に対応していく手段である。」
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2.3　港湾環境施策における「順応的管理」

〔解説〕

（図2.2）

図 2.2 湿地復元のための順応的管理システム2）より作成
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（図2.3）
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図 2.3　港湾環境施策における順応的管理の考え方3）
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表2.1
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表 2.1　港湾環境施策における順応的管理の例（東京湾再生行動計画を例として）

　　　　　　　　東京湾再生のための行動計画

東京湾再生に向　「快適に水遊びができ、多くの生物が生息す

けての目標　　　る、親しみやすく美しい「海」を取り戻し、

　　　　　　　　首都圏にふさわしい「東京湾」を創出する。」

重点エリア及び　特に重点的に再生を目指す海域として重点エ

アピールポイン　リアを定めるとともに、重点エリア内に市民

トの設定　　　　にわかりやすいアピールポイントを選択し、

　　　　　　　　各ポイント毎に改善イメージを示す。

目標達成のため　「陸域負荷削減策の推進」、「海域における

の施策の推進　　環境改善対策の推進」、「東京湾のモニタリ

　　　　　　　　ング」の３つ施策を推進する。

目標達成の判断　底層のＤＯ（溶存酸素量）を指標とした目標

　　　　　　　　を設定するとともに、重点エリア内のアピー

　　　　　　　　ルポイント毎に改善施策を講じた場合の改善

　　　　　　　　イメージを示し、施策による改善の効果を評

　　　　　　　　価する。

評価結果の反映　目的達成の進捗を中間評価により行い、施策

　　　　　　　　の見直し、行動計画の再検討を行う。

【レベル１】
包括的目標の設定

【レベル２】
具体的な行動計画・
　 事業実施内容

【レベル３】
目標達成基準による
　　　 管理

2.4　順応的管理で重要なこと

〔解説〕
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図 2.4　自然再生事業実施の流れ5）

図2.4

表2.2
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図2.5

図 2.5　ポプラー島環境修復事業の運営システム6）
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表 2.2　順応的管理のシステム（案）

レベル 項目
担当

（だれが？）
時期

（いつ？）
内容

（何を？）
方法

（どのように？）

レベル１ 包括的目標

レベル２ 具体的な行動
計画・事業実
施方針

レベル３ 目
標
達
成
基
準
に
よ
る
管
理

目標達成
基準の設
定

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

計 画
策 定

実 施

管理手法
のレビュ
ーと改善
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